
南区では、図書館の他に出張所、地域生活センターなどの公共施設を『コミュニティオアシス』 

として位置づけています。詳しい施設名や利用可能時間は、市報にいがた 7 月１日号をご確認ください。 

白根図書館内の閲覧席、個人席もこの期間は大変込み合うためご不便をおかけしています。 

座席の利用には、他の利用者の方へのご配慮にご協力をお願いいたします。 

どうぞ、下記のスペースもご利用ください。 

 

最新号は、次号がでるまで館内で展示していますので、いつでも読む事ができます。 

またバックナンバーが貸出中でも、予約することで借りることもできます。 

予約や検索のお手伝いもいたしますのでお気軽に職員にお尋ねください。 

新潟市立図書館の HP からも市立図書館所蔵雑誌一覧を確認できます。 

このほかにも たくさんのお手紙 をいただきました。紹介できなかった手紙は 図書館で掲示しています。  

学習スペース   ◆白根学習館 ２階創作活動室１ 10 時～5 時 

◆月潟図書館  視聴覚室      開館時間内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

    

      

  

 

  

 

  

 

     

         

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

「あわてんぼうのこねこ」 

おもしろかった。              

すごくゆかいでおもしろかったよ。  

 

 

 

「さんまいのおふだ」 

三三まいのおふだをなげると 山ができ 

たり するところがおもしろいです。  

 「ブンタとタロキチ」 

うそムシ とか さわがにとりとか

とてもたのしいおはなしでした。 

Ｎｏ.１４６ 
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おもしろかった本のこと、好きな本のこと、 

図書館のポストに寄せられた 

子どもたちからのお手紙を紹介します。 

 

誌 名              ジ ャ ン ル 

■『GLOW』               女性ファッション 

■『Discover Japan』        旅行 

■『Triathlon-LUMINA』        スポーツ(トライアスロン) 

■『日経 PC21』           パソコン 

 



申込はいりません。 

気軽に本の話をしましょう。 

おいしいお茶とお菓子を用意してお待ち

しています。  しろね図書館友の会共催  

学生さんにとっては貴重な長いお休み、 

勉強、おでかけ、･･････それから読書？ 

昔夏休みに読んだ忘れられない本がある――、 

という大人の方もいらっしゃるかもしれません。 

夏休み直前の 15 日、お気軽にご参加ください。 

 

夏 休 み に お す す め の  

             一 冊  

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
本
の
紹
介
と
、
参

加
者
の
方
々
か
ら
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

読
書
会
で
紹
介
さ
れ
た
本
の
一
部
は
、
白

根
図
書
館
入
口
付
近
に
並
べ
て
あ
り
ま
す
。
興

味
を
引
く
本
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
借
り
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。 

 

第
140
回
読
書
会 

  
 

 
 

 

 
 

      

                      

                                    

  

 

 

 

読
書
会
は
、
好
き
な
本
を
持
ち
寄
っ
て
あ
れ
こ
れ
お
し
ゃ
べ
り
す
る
、
午
後
の
お
茶
会
の
よ
う
な
集
ま
り
で
す
。 
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７月 の読書会のテーマ 

テーマ  

６月の読書会  

人生を変えた本  

平成 24 年 6 月 17 日（日）  

午後２時～ 
【参加者】10 名  

 

 

おいしい紅茶を、ご一緒に。  

次回の読書会 ７月１５日（日）午後 2 時～ 

ルーム２にて 

 

本
や
雑
誌
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら

情
報
を
入
手
し
た
り
、
娯
楽
を
楽
し
め
る
現
在
、
と
き

に
若
い
人
た
ち
の
読
書
離
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
も
報
道
さ

れ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
読
書
好
き
で
成
長
し
て

き
た
大
人
の
方
々
を
中
心
に
、
人
生
に
影
響
を
与
え
る

ほ
ど
の
め
り
こ
ん
だ
本
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。 

 

●
● 

参
加
者
の
方
が
紹
介
し
て
く
れ
た
本 

●
● 

 

 

中
学
生
の
こ
ろ
、
初
め
て
こ
の
雑
誌
の
図
表
を
参
考
に

し
て
ラ
ジ
オ
を
作
っ
た
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
、
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
な
ど
科
学
・
工
作
関
連
の
趣
味
が
続
い
て
い
る

の
は
、
子
供
の
こ
ろ
、
こ
の
雑
誌
を
読
ん
だ
お
か
げ
だ
と

思
う
。 

 

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
頃
の
政
治
家
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ー
シ

ェ
の
評
伝
。
政
局
に
合
わ
せ
て
、
風
見
鶏
の
よ
う
に
振
舞

っ
た
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
政
治
家
。 

 
 

 

新
撰
組
「
鬼
の
副
長
」
こ
と
土
方
歳
三
の
生
涯
を
描
い
た
時

代
小
説
。
司
馬
は
ど
れ
も
好
き
だ
が
、
こ
れ
は
特
に
面
白
く
二

十
回
以
上
読
ん
だ
。
職
業
柄
、
人
を
使
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

自
分
に
と
っ
て
は
仏
典
の
よ
う
な
も
の
だ
。
全
十
三
巻
あ

り
、
ど
れ
か
一
作
品
と
い
う
の
は
難
し
い
。 

 

十
歳
の
と
き
に
こ
の
本
を
読
ん
で
、
ア
フ
リ
カ
に
憧
れ
た
。

大
人
に
な
っ
て
実
際
に
ア
フ
リ
カ
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
帰

国
し
て
か
ら
、
気
づ
い
た
の
だ
が
、
こ
の
本
に
登
場
し
た
の
と

同
じ
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
て
そ
の
偶
然
に
驚
い
た
。
そ
の
後

も
ア
フ
リ
カ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
つ
な
が
っ

て
い
る
。 

 
映
画
も
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ
」

の
原
作
。
図
書
館
の
蔵
書
点
検
中
は
貸
出
期
間
が
長
く
な
る
の

で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
こ
の
分
厚
い
本
を
読
ん
だ
。
全
て
の
生

命
に
意
味
が
あ
る･

･
･
･
･
･

と
い
う
か
、
表
現
す
る
の
が
難
し
い

が
、
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
っ
た
。 

 

実
業
之
日
本
社
『
子
供
に
聞
か
せ
る
世
界
の
民
話
』
の
最
初

に
収
録
さ
れ
て
い
る
お
は
な
し
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
。
雨
の
時
期

に
こ
の
お
は
な
し
は
ぴ
っ
た
り
。 

 

一
八
七
六
年
、
ア
メ
リ
カ
で
発
表
さ
れ
た
文
学
史
に
残
る
冒

険
小
説
。
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
よ
う
に
、
勉
強
し
な
い
、
遊
ぶ
、

悪
戯
す
る
、
で
一
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
子
供
も
い

る
。
有
名
な
、
ペ
ン
キ
塗
り
を
め
ぐ
っ
て
ト
ム
が
機
転
を
き
か

せ
る
と
こ
ろ
な
ど
見
事
。
自
分
の
子
供
時
代
の
真
っ
す
ぐ
だ
っ

た
心
を
ね
じ
ま
げ
て
く
れ
た
小
説
。 
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 白根
し ろ ね

図書館
と し ょか ん

では、小学校
しょうがっこう

へ出
で

かけて行き出前
で ま え

おはなし会
かい

をしています。絵本
え ほ ん

の読
よ

み語
かた

りだけでなくｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝ

ｸﾞや子どもたちの身近
み ぢ か

な話題
わ だ い

なども取
と

り入
い

れながら本
ほん

の紹介
しょうかい

をしています。 

トキのひな誕生
たんじょう

というニュースも早速
さっそく

、子
こ

どもたちに紹介
しょうかい

しました。子
こ

どもたちに聞
き

いてみると、多
おお

くの子
こ

が知
し

っているニュースでした。 

今
いま

起
お

きている事
こと

と本
ほん

から得
え

た情報
じょうほう

が重
かさ

なる喜
よろこ

びは、心
こころ

に残
のこ

り、知識
ち し き

として育
そだ

っていくと思
おも

います。関連
かんれん

し

て、鳥
とり

の本
ほん

も紹
しょう

介
かい

しました。鳥
とり

とはいっても、羽
はね

、巣
す

、卵
たまご

といろいろな角度
か く ど

からも紹介
しょうかい

できます。 

 

お子
こ

さんといっしょに、本
ほん

をめくって、話
はなし

をどんどん広
ひろ

げていってみませんか。 

トキについては、これまでにも学
まな

ぶ機会
き か い

はあり、たくさんの本
ほん

が出版
しゅっぱん

されています。 

図書館
と し ょか ん

でトキについて、調
しら

べて、読
よ

んでみませんか。    （大野） 

 

 

夏目 義一/作  

金子良則/監修  

佐藤 春雄/文  

藪内 正幸/絵  
福音館書店 

モンターグは焚書官。禁じられている本を見つけて焼くのが仕事だ。妻のミル

ドレッドは，テレビ壁に向かい大音量で壁の中の家族と対話したり，小型ラジオ

を耳にはめて聞き入ったりする。そんな生活に何の疑問ももたなかった主人公だ

が，少女クラリスに出会い不安になる。ある時，本の中身を読んでしまった。モン

ターグは，身の回りの不自然な出来事に気づき，話し相手を求めてかつて公園

で会った老人の家に行く。上司からも目をつけられる。妻や妻の友人のいる前で

詩を朗読してしまい，密告され，上司の命令で自分の手で我が家を焼き払うこと

になる。モンターグは無事に逃げきれるのか？・・・ 

書名の華氏４５１度は摂氏２３３度で，紙が燃える温度とのこと。 

作者は，SF の抒情詩人と称された米国の作家。先日，訃報を目にして，私は読んでみた。ハラハラしなが

ら読み進んだ。主人公はどうなるのか，読書や本の所有を禁じたこの世界はどうなるのかと。 

この本を読んで，これは近未来の小説ではなく現代の小説だと思った。焚書の物語はいろいろあるが，文

化を破壊するとはどういうことか，どういう状況になるのか，また，本の大切さなど考えさせられた。 

作品には他に『火星年代記』『刺青の男』『たんぽぽのお酒』短編集『太陽の黄金の林檎』など多数ある。 

（安東） 

『華氏４５１度』  

レイ・ブラッドベリ著  

宇野利泰訳  

早川書房 （ハヤカワ文庫） 



                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★７月の予定を載せています。 -/-の箇所は運休します。 

★学校の夏休み中、ブックバスはお休みします。 

★夏休み直前に借りた本を返すのは、 9 月のブックバス

になります。 白根図書館に直接返してもＯＫですよ。 

コース 学校 停車時間 巡回日 

月 A 庄瀬小学校 13:00～13:25 7/2  -/- 

火 A 白根小学校 13:10～13:30 7/3   -/- 

水 A 臼井小学校 13:00～13:30  7/4   7/18 

木 A 
新飯田小学校 10:15～10:35  7/5  7/19 

味方小学校 13:10～13:35 7/5  7/19 

月 B 根岸小学校 児童限定 7/9   

火 B 
小林小学校 児童限定 7/10 

大通小学校 13:00～13:30 7/10 

木 B 
茨曽根小学校 10:15～10:35 7/12 

大鷲小学校 児童限定 7/12 

※ブックバスは今年度末で運行を終了します。 

8/ 1までの行事   

7月 のブックバス 

 
読書会(ﾙｰﾑ２)14:00～ 

7 月 15 日（日） 

 
 

7/14 (ﾙｰﾑ 4･5) 10:00～ 

7/28 (ﾙｰﾑ 4･5) 10:00～ 

 

おはなしかご例会 

 第２、第４週土曜日 

絵本のよみかたり 14:10～ 

ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ    14:30～ 

 南区の学校に親しまれてきた白根図書館ブックバス

ですが、 残念ながら今年度末で運行を終了することに

なりました。  ブックバスの足跡を紹介します。 

おはなしのじかん 

     毎週土曜日 

夏
休
み
中
は
お
休
み
で
す 

 

★この日は２つの小学校へ出かけました。 

8:30 

 

 

ブックバスの端末起動 

本の入れ替え、補充 

9:50 

 

 

 

 

白根図書館出発 

 

 

貸出返却 

 

11:00 

 

 

学校での貸出を終え、 

図書館にもどります。 

データ転送  

返却本の処理 

 

12:30 

 

 

 

今日の 2 校目に出発 

 

 

貸出 返却 

14:10 

 

 

 

 

 

 

学校での貸出を終え 

白根図書館に到着 

データを転送  

返却本の処理 

 

 

 

 

学校の昼休みに向け GO! 

 ブックバスは、児童書を中心に約 1600

冊の本が積み、だいたい 2 週間に 1 度、 

南区内の小学校を巡回しています。 

 図書館と同様に、新潟市立図書館の「貸

出カード」で利用できます。 

明日も晴れるといいなあ 

本を返して、 

バスをきれいにして 

 

学校の休み時間に合わせ GO! 

6月の来館者数……… 14,432 人    

見る者に、夢と勇気！ 
   

 
6 月 30 日から新津美術館で「手塚治虫展」開催中 

  

返却本をもう一度

ＰＣで確認中 

手塚治虫は、それまでの漫画の概念を変え、

すぐれた内容と表現で、漫画の可能性を飛躍

的に広げました。 後の世に大きな影響を与

え、現代の漫画の出発点となった人です。 

 いつみても、 新しい、 おもしろい。 

   手塚ワールドをお楽しみください 

 

7/6(金)  7/13(金) 

7/20(金)  7/27(金) 

8/1(水) 

白根図書館休館日   

(毎週金曜日と毎月第1水曜日) 

 

 
ブックスタート（南区）  

１歳誕生歯科健診会場 

 

8月1日 (水)  

 

こわーいおはなし大会 

   8月11日（土） 

図書館員に 

なってみる日 

8月25日（土） 

恒例の夏休み行事は8月
に予定しています 




